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自転車通学する県内の高校を対象として、自転車の施錠状況、生徒による啓発活動(朝
の声掛け運動等)を評価していただき和歌山県警本部より特別賞をいただきました。
日々の鍵掛けの意識と心掛けが形となりました。

☆合同避難訓練・防災学習
9日(水)の 2限 10時に大地震が起きた後に、さくら

支援学校南棟１階厨房室から火災が発生したという

想定でさくら支援学校との合同避難訓練を行いました。

速やかに生徒たちは真剣な表情で第２グラウンドに

避難し、その後、両校の代表者による水消化器を用いた

消火訓練を行いました。さくら支援学校の大城校長から

の講評では「自助」が大切であり、避難するときは協力

しあうことを話されていました。

また、合同避難訓練を受けて、10 日(木)の４限に体育
館にて、１年生対象に防災学習を行いました。

「地震や津波から自らの命を守るために」を視点に、自

分の命は自らが判断して行動する。自分で守ることの大

切さを学びました。生徒からの感想には、「自分が助けら

れるのでなくて、他の人を助けていけるようにしたい。」

などの前向きな意見が多くありました。

☆学校説明会

9 月 28 日(土)午後から来年度入学希望者を対象に学校
説明会を開催しました。

参加者は、中学生、保護者及び中学校の教員を合わせ

て、約 220名でした。
全体会では、司会進行を生徒会が務め、①学校生活の

様子、②教育課程、③スポーツ健康科学科、④卒業後の

進路について、説明しました。その後、希望者を対象に

クラブ見学や個別相談を実施し、また、生徒会執行部の先導で施設見学も行いました。

活気あふれるクラブ活動や生徒会執行部の活躍のおかげで、中学生のみなさんに本

校の魅力を感じていただけたように思います。ぜひ、一人でも多くの中学生のみなさ

んが西校舎を受験してくれることを期待しています。


